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白鳥市

街

地

寒
水

気
良

奥
住

小
川

「鷲見線」と「鮎立線」を統合し、デマンド

型による区域運行とすることで利便性

の向上を図ります。

「石徹白線」を全便デマンド型と

し、石徹白・干田野エリア内を区

域運行とすることで利便性の

向上を図ります。

自主運行バスによる再編を行うことで小中

学生の通学利用に適したダイヤを再構築。

また奥住線をアマゴ谷まで延伸することで

利便性の向上を図ります。

まめバスの夏季最終便（ 時便）

を廃止し、運行の効率化を図りま

す。

石徹白エリア

白鳥中学校スクールバス（大島・中津

屋方面）から路線バス通学へ転換し、

一体的なバス運行の適正化に努めま

す。

不要となったスクールバス車両は

「小駄良線」のバス車両へ転用し、

経費削減に努めます。 明宝奥住エリアは自主運行バス「奥

住線」でカバーするため、明宝線は

「明宝庁舎前」止まりとし、運行経費

の削減に努めます。

明宝庁舎

まめバス（赤・青）

高鷲地域

デマンドバス

【１】

【２】

【４】

【３】

【３】

干田野エリア

　より利用しやすく、持続可能性のあるバス体系を目指して、地域
のみなさん、交通事業者、学校や関係機関との協議を重ねつつ、バ
ス路線の見直しを実施しています。その取組みをご紹介します。

『デマンド型運行』とは・・・
　利用者から予約の連絡があった場合にのみ運行する公共交通サービスです。

他の路線についても、利便性の向上や効率的な運行を目指して順次見直しを行っていきます。

～郡上市の公共交通～
『令和 8年 4月から、こう変わる』
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【
１
】
高
鷲
地
域

　
高
鷲
地
域
協
議
会
と
の
協
議・検
討
を
重
ね
た
結
果
、

「
鷲
見
線
」
と
「
鮎
立
線
」
を
統
合
し
、
完
全
予
約
型

の
『
高
鷲
地
域
デ
マ
ン
ド
バ
ス
』
と
し
て
運
行
を
開
始

し
ま
す
。

◎
メ
リ
ッ
ト

　
「
区
域
運
行
」
を
採
用
し
た
た
め
、
今
ま
で
の
よ
う

な
バ
ス
停
で
は
な
く
、
可
能
な
範
囲
で
ご
自
宅
付
近
で

の
乗
降
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
大
鷲
地
区
内
で

は
決
め
ら
れ
た
施
設
（
医
療
機
関
・
金
融
機
関
・
公
共

施
設
等
）
で
の
み
乗
降
可
能
で
す
。

▲
デ
メ
リ
ッ
ト

　
ご
利
用
の
際
は
必
ず
電
話
に
よ
る
事
前
予
約
が
必
要

な
た
め
、
お
手
間
を
お
掛
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
高
鷲
地
域
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
曜
日
は
月
・
水
・

金
（
各
日
６
便
）
の
み
運
行
し
ま
す
。

問　
高
鷲
振
興
課　
72
・5
1
1
1

【
２
】
白
鳥
地
域

　
「
石
徹
白
線
」
を
全
便
予
約
型
の
『
石
徹
白
デ
マ
ン

ド
バ
ス
』
と
し
て
運
行
を
開
始
し
ま
す
。
ま
た
、
白
鳥

町
デ
マ
ン
ド
バ
ス
か
ら「
干
田
野
ル
ー
ト
」
を
移
管
し
、

運
行
の
最
適
化
を
図
り
ま
す
。

◎
メ
リ
ッ
ト

　
「
区
域
運
行
」
の
採
用
に
よ
り
、
石
徹
白
エ
リ
ア
内

と
干
田
野
エ
リ
ア
内
で
は
可
能
な
範
囲
で
ご
自
宅
付
近

で
の
乗
降
が
可
能
と
な
る
た
め
、
買
い
物
利
用
な
ど
で

の
利
便
性
が
向
上
し
ま
す
。

▲
デ
メ
リ
ッ
ト

　
ご
利
用
の
際
は
必
ず
電
話
に
よ
る
事
前
予
約
が
必
要

な
た
め
、
お
手
間
を
お
掛
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

問　
株
式
会
社
白
鳥
交
通　
82
・5
0
8
1

【
３
】
明
宝
地
域

　
明
宝
小
学
校
・
明
宝
中
学
校
の
協
力
の
も
と
、
明
宝

地
域
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
自
主
運
行
バ
ス
へ
転
換
し
一

体
的
に
運
行
ダ
イ
ヤ
を
再
編
す
る
こ
と
に
よ
り
、
明
宝

小
・
明
宝
中
へ
の
通
学
利
用
に
最
適
な
ダ
イ
ヤ
を
再
構

築
し
ま
す
。ま
た
、明
宝
線
の
終
点
バ
ス
停「
郡
上
明
山
」

よ
り
「
坂
本
（
ア
マ
ゴ
谷
）」
ま
で
延
伸
し
た
奥
住
線

を
新
設
す
る
こ
と
で
、
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

◎
メ
リ
ッ
ト

　

児
童
、
生
徒
が
同
時
間
帯
の
自
主
運
行
バ
ス
を
利

用
し
て
登
校
で
き
ま
す
。
下
校
時
は
同
バ
ス
車
両
を
ス

ク
ー
ル
バ
ス
車
両
と
し
て
切
り
替
え
て
利
用
で
き
ま
す
。

▲
デ
メ
リ
ッ
ト

　
自
主
運
行
バ
ス
は
一
般
の
人
も
利
用
す
る
た
め
、
バ

ス
利
用
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
覚
え
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
従
来
運
行
し
て
い
た
土
曜
日
の

運
行
は
廃
止
し
ま
す
。

　
明
宝
線
が
「
明
宝
庁
舎
前
」
で
の
折
返
し
運
行
と
な

る
た
め
、
畑
佐
、
奥
住
方
面
へ
行
か
れ
る
際
は
、
自
主

運
行
バ
ス
へ
の
乗
り
継
ぎ
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問　
明
宝
振
興
課　
87
・2
2
1
1

【
４
】
八
幡
地
域

　
ま
め
バ
ス
の
夏
季
最
終
便
（
17
時
台
）
を
廃
止
し
、

運
行
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

問　
総
務
部
防
災
安
全
課　
67
・1
8
3
2

●
各
路
線
の
変
更
に
伴
う
運
賃
や

　
ダ
イ
ヤ
等
の
情
報
は
、
市
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

始　発 最　終

夏ダイヤ 8時台 17 時台

冬ダイヤ 8時台 16時台

日曜・祝日 9時台 16時台

○令和 8年 3月まで

始　発 最　終

平日・土曜
（通年） 8時台 16 時台

日曜・祝日 9時台 16時台

●令和 8年 4月から（季節別ダイヤを廃止）
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